
　「中学道徳　きみが　いちばん　ひかるとき」は，

平成元年の創刊以来，一貫して「生徒と教師がとも

に考え語り合う道徳」に寄与できる副読本を目ざし

てきた。そして今回は，そこに家庭や地域をも巻き

込み，生徒をはぐくむすべての人々が「ともに考え

語り合う道徳」に寄与したいと願うものである。

３　特色

○心の成長の実感をもたらす　>>>　心の木
　「道徳の時間は読み物を読むけれど，国語の時間

とどこが違うのかな。」こうした問いをよく耳にす

る。「道徳の時間は心を育てる時間」，このことを生

徒が自覚し，自分の心の成長を実感してほしいとい

う願いを「心の木」に託し，目次に掲げた。

　「心の木」は，大地に深く根を下ろし，「生命に対

する畏敬の念」を吸い上げ，人間尊重の幹を伸ばし，

「自分を高め，よりよい自分になろうとする」枝，「他

者とかかわり共に生きようとする」枝，「よりよい

社会をつくろうとする」枝を大きく張り出す。枝に

茂る葉は，副読本を通して１年間にはぐくむ道徳性

である。大地は，生徒を見守りはぐくむ家庭，学校，

地域社会といえるであろう。この「心の木」は，小

学校用「道徳　きみが　いちばん　ひかるとき」の

各学年にも掲げた。９年間をかけて徐々に大きくな

り，豊かな緑をたたえる木に成長することを，児童・

生徒が自ら確認できるように工夫した。

１　学習指導要領の改訂と道徳教育

　平成 20年３月に告示された学習指導要領は，前

回（平成 10年）の「生きる力」をはぐくむという

理念を継承しながら，その基盤となる道徳教育の重

要性をより明確に強調したものになっている。

　「第１章　総則」では，道徳の時間の役割を道徳

教育の「要」と明記し，「生徒の発達の段階を考慮

して」行わなければならないとした。道徳教育の目

標についても，改正教育基本法における教育の目標

などを踏まえ，「伝統と文化を尊重し，それらをは

ぐくんできた我が国と郷土を愛し」，「公共の精神を

尊び」，「他国を尊重し，国際社会の平和と発展や環

境の保全に貢献し」が新たに加わった。

　「第３章　道徳」では，目標に「道徳的価値及び

それに基づいた人間としての生き方についての自覚

を深め」という文言が加わり，内容については，従来，

２の視点の「人間愛，思いやりの心」に含まれてい

た「感謝」の文言を取り出し，新たな内容項目とし

て独立させている。また，指導内容の重点化に当たっ

ては，新たに「自他の生命を尊重」することや，「法

やきまりの意義の理解を深め，主体的に社会の形成

に参画」することを配慮するべきこととして示して

いる。そして，「悩みや葛藤等の思春期の心の揺れ，

人間関係の理解」などの課題を積極的に取り上げる

こと，「道徳の内容との関連を踏まえて，情報モラ

ルに関する指導に留意すること」，学校と家庭，地

域社会が連携を密にし，一体的な道徳教育が行われ

るよう，「道徳の時間の授業を公開」することも明

記された。

２　編集の方針

　「中学道徳　きみが　いちばん　ひかるとき」の

編集委員会は，この学習指導要領の改訂を受けて，

次の編集方針を立てた。

・よりよく生きようとする心と実践力を育てる。

・家庭での道徳教育との橋渡しをする。

・多様な学習指導を可能とする。

　また，「心の木」の葉の文言を，各資料のタイト

ルの横にも記した。道徳の時間の課題を自覚し，自

らの心を見詰め，教師やクラスの仲間と「ともに考

え語り」合ってほしいと願ってのことである。その

ため，文言には価値の押し付けにならないよう細心

の注意を払った。

　なお，この「心の木」には，道徳の時間はどんな

時間なのかを保護者にも伝える役目を担っている。

子どもの心がどのように育っているのかを把握し，

「ともに語り合う」手立てとして，家庭でも活用し

てしていただきたい。

○現実の課題に向き合い，　乗り越える力を育てる
　>>>　四つのコーナー
　「コーナー」とは，生徒が直面している課題や，

よりよい社会をつくるためにともに考えなければな

らない課題を取り上げ，道徳の時間と学級活動の関

連を図り，具体的な実践へと発展させようとする試

みである。コーナーは，学級活動の時間に活用でき

る「扉」と道徳の時間に用いる資料から構成されて

いる。

中学道徳 きみが いちばん ひかるとき

編集方針と特色　ともに考え語り合う副読本
　各学年ともに，次の四つのコーナーを設置した。
　・「環境」コーナー
　　環境問題に取り組み，生活を見直す。

　・「いじめ問題を考える」コーナー
　　いじめをしない，させない，見過ごさない社会

をつくる。

　・「情報社会に生きる」コーナー
　　情報モラルを考える。

　・「共生」コーナー
　　ボランティア，男女共同参画，高齢社会を題材

に，共生社会を考える。

　各コーナーの課題は，学級活動だけでなく，「総

合的な学習の時間」や他教科での学習活動と連携を

図ることでよりいっそう実践力を高められるよう設

定した。また，家庭や地域での活動へと発展させる

可能性ももたせた。各学校の指導計画に合わせて自

由に活用していただきたい。

　なお，「いじめを考える」コーナーの後ろに，アサー

ションの考えに基づいた自己信頼を回復するための

トレーニング「自分を好きになる」を置いた。自己
信頼は，よりよい対人関係の基盤となる。このペー

ジを，健全な自尊感情を育て，よりよい人間関係を

築いていくための手立てとしてほしい。

○心に響き，感動を呼ぶ資料群
　「ともに考え語り合う」ためにいちばん重要な役

割を担っているのは資料である。生徒の心に響き，

教師の心にも保護者の心にも響く資料を厳選した。

感動は，人の心を動かす。その心の動きが「いかに

生きるか」という深い思考を生む起爆力となる。押

し付けではない自発的な思考は，必ずや行動へと転

化する。感動にはそうした力があるのである。

　収録資料は，小説，詩，随筆，ノンフィクション，

論説文，伝記，生徒作文，活動型資料など，さまざ

まな分野から感動性の高いものを選んだ。また，各

学年に朗読劇の手法を取り入れたシナリオも収録し

ている。朗読劇は，読解の過程を短縮するとともに，

葛藤場面を感覚的につかませ，思考を深め効果のあ

る手法である。

　なお，今回の改訂では，新しく「読書案内　広げ
よう，心の翼」を特設した。より多くのすばらしい
作品に出会ってほしいと願ってのことである。読書

活動などに活用していただきたい。
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1962年に出版されたレイチェル=カーソンの『沈
ちん

黙
もく

の春』は，

大きな時代の転
てん

換
かん

をもたらしました。

自然を切り開き文明を推
お

し進めることに何の疑問ももたなかった人間は，

この本の登場によって，人間も自然界の連
れん

鎖
さ

の輪に連なっていることに気づき，

自分に都合よく自然環境を改変することの危険性と

自然を守ることの大切さを思い知ったのです。

環
かん

 境
きょう

課 題

　

人
類
が
利
用
で
き
る
水
資
源
（
淡た

ん

水す
い

）
は
、

地
球
上
の
水
の
約
〇
・
〇
一
％
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
ま
ま
世
界
の
人
口
が
増
え
続
け

れ
ば
、
二
〇
二
五
（
平
成
三
十
七
）
年
に
は

人
類
の
半
数
が
水
不
足
で
苦
し
む
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
今
、
わ
た
し
た
ち
は
「
水
の
危
機
」

に
直
面
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
毎
日
ど
の
く
ら
い
の
水
を
使
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
」
を
読
ん
で
、
水
の
問
題

は
食
料
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
あ
な
た
は

理
解
し
た
と
思
い
ま
す
。
食
料
を
輸
入
す
る

の
は
、
そ
の
生
産
に
必
要
な
農
業
用
水
を
輸

入
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方

を
、「
仮
想
水
（
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
）」
と
言
い
ま
す
。
食
料
を
輸
入
す
る

こ
と
で
日
本
が
外
国
の
水
資
源
を
使
い
、
そ

れ
が
そ
の
国
の
水
不
足
の
原
因
に
な
る
と
し

た
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

今，環境問題はわたしたちにとってますます切実なものになっています。

地球温暖化，ごみ問題，大気汚
お

染
せん

，

さらに世界的な水不足といった問題について，

わたしたちはどのように考え行動していけばよいのでしょうか。

二つの読み物を通して考えてみましょう。

「3  地表の水，地底の海」  18 ページ

大きな時代の転換をもたらした『沈黙の春』の一節を読み，

自然とどう向き合っていけばよいのかを考えよう。

「4  毎日どのくらいの水を使っているのだろうか」  24 ページ

世界的な水不足の問題が自分の生活とつながっていることに気づき，

自分の生活をどのように改めればよいのかを考えよう。

そして，道徳の時間の学習が終わったら，

学級活動の時間に，左のページの課題について

クラスで話し合ってみましょう。

※カロリーベースの食料自給

率とは，国民に供給されてい

る食料の全熱量合計のうち，

国産で賄
まかな

われた熱量の割合を

示したものです。

［資料］『平成18年食料自給率レポート』
農林水産省

主要先進国の食料自給率の推移（カロリーベース）

食事メニューごとの必要な仮想水の量と輸入仮想水の割合（1人分）

仮想水は料理の原材料を作る

のに必要な水量と食べる重量

から計算します。仮想水が多

い代表的な食材は肉類です。

えさとなる穀物の栽
さい

培
ばい

に大量

の水が使われるためです。

［資料］東
とう

京
きょう

大学　生産技術研究所沖
おき

・鼎
かなえ

研究室

「4　毎日どのくらいの水を
使っているのだろうか」
1-(1) 望ましい生活習慣，
節度・節制

左ページ
課題への取り組み

右ページ
課題の投げかけ
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も
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し
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沈ち

ん

黙も
く

の
春
』の
一
節
を
読
み
、

自
然
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
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よ
う
。

﹇
著
﹈レ
イ
チ
ェ
ル=

カ
ー
ソ
ン　
﹇
訳
﹈青あ

お

樹き

簗り
ょ
う

一い
ち

　
﹇
画
﹈お
お
の

麻ま

里り

　

水
は
、
生
命
の
輪
と
切
り
離は

な

し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

水
は
生
命
を
在
ら
し
め
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
の
だ
。
水
中
に
漂

た
だ
よ

う
植
物

性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
緑
の
細さ

い

胞ぼ
う

に
始
ま
り
、
小
さ
な
ミ
ジ

ン
コ
や
、
さ
ら
に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
水
か
ら
こ
し
て
食
べ

る
魚
、
そ
し
て
、
そ
の
魚
は
ま
た
ほ
か
の
魚
や
鳥
の
え
さ

と
な
り
、
こ
れ
ら
は
ま
た
ミ
ン
ク
や
ア
ラ
イ
グ
マ
に
食
べ

ら
れ
て
し
ま
う
│
│
一
つ
の
生
命
か
ら
一
つ
の
生
命
へ
と

物
質
は
い
つ
果
て
る
と
も
な
く
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

し
て
い
る
。
水
中
の

有
用
な
無
機
物
は
、
食＊

物
連れ

ん

鎖さ

の
輪
か
ら
輪
へ
と
渡わ

た

り
動

い
て
ゆ
く
。
水
中
に
毒
が
入
れ
ば
、
そ
の
毒
も
同
じ
よ
う

に
、
自
然
の
連
鎖
の
輪
か
ら
輪
へ
と
移
り
動
い
て
い
か
な

い
と
、
だ
れ
が
断
言
で
き
よ
う
か
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ク
リ

ア
湖
の
例
を
見
る
と
い
い
。
驚

お
ど
ろ

く
べ
き
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
湖
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
北
方
九
十
マ
イ
ル
（
約
百

四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ば
か

り
の
山
中
に
あ
り
、
釣つ

り
を
す

る
人
に
は
昔
か
ら
な
じ
み
の
あ

る
所
だ
。C

lear Lake

《
澄す

ん

だ
湖
》
と
い
う
が
、
水
は
く
す
ん
だ
黒
色
の
軟な

ん

泥で
い

の
た
め

濁に
ご

っ
て
い
て
、
底
も
浅
い
。
こ
こ
に
は
小
さ
な
ブ＊

ユ
が
い

て
、
釣
り
に
来
る
人
や
湖こ

畔は
ん

の
別べ

っ

荘そ
う

地
の
人
た
ち
を
悩な

や

ま

せ
た
の
だ
っ
た
。
悩
ま
せ
た
と
い
っ
て
も
、
こ
の
ブ
ユ
は

カ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
血
を
吸
わ
ず
、
こ
と
に
成
虫
は

何
も
食
べ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
人
間
は
、
同

じ
一
つ
の
世
界
に
住
み
な
が
ら
ほ
か
の
生
物
と
の
共
存
を

嫌い
や

が
り
、
こ
の
無
害
の
ブ
ユ
を
た
だ
数
が
多
す
ぎ
る
と
い

う
理
由
で
邪じ

ゃ

魔ま

扱
あ
つ
か

い
に
し
だ
し
た
。
す
ぐ
に
防
除
し
始
め

た
が
、
な
か
な
か
成
果
が
上
が
ら
な
い
。

　

一
九
四
九
年
に
新
し
く
防
除
計
画
を
立
て
た
が
、
こ
れ

だ
け
周

し
ゅ
う

到と
う

に
用
意
し
て
被ひ

害が
い

が
起
こ
る
な
ど
と
だ
れ
が
考

え
た
だ
ろ
う
か
。
一
九
五
〇
年

近
く
に
な
っ
て
、
Ｄ＊

Ｄ
Ｔ
に
よ

く
似
た
Ｄ
Ｄ
Ｄ
と
い
う
薬
品
を

散
布
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
に
比
べ
れ
ば
魚

に
害
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で

…
…
。
湖
水
を
測
量
し
水
量
を

計
算
し
、
殺
虫
剤ざ

い

は
う
ん
と
薄う

す

め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
化
学
薬
品
に
つ
い
て
の
割
合
が
水
の

七
千
万
分
の
一
と
な
る
よ
う
に
し
た
。
ブ
ユ
は
、
初
め
の

う
ち
は
姿
を
消
し
た
が
、
一
九
五
四
年
に
ま
た
殺
虫
剤
を

散
布
す
る
は
め
に
な
る
。
今
度
の
割
合
は
五
千
万
分
の
一
。

ブ
ユ
は
、
ほ
と
ん
ど
全ぜ

ん

滅め
つ

し
た
と
思
わ
れ
た
。

　

や
が
て
冬
が
来
た
。
殺
虫
剤
の
副
作
用
が
初
め
て
現
れ

て
き
た
│
│
湖
水
の
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
死
に
始
め
た
の
だ
。

あ
っ
と
い
う
間
に
被
害
は
百
羽
を
上
回
っ
た
。
こ
の
ア
メ

リ
カ
カ
イ
ツ
ブ
リ
は
、
ク
リ
ア
湖
で
卵
を
か
え
す
水
鳥
で
、

冬
で
も
こ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
湖
に
魚
が
た
く
さ
ん

い
る
か
ら
だ
。
す
ば
ら
し
い
姿
の
、
お
も
し
ろ
い
習
性
の

あ
る
鳥
で
、
カ
ナ
ダ
や
合
衆
国
西
部
の
浅
い
湖
水
に
浮う

き

巣
を
作
る
。
別
名
、《
ハ
ク
チ
ョ
ウ
カ
イ
ツ
ブ
リ
》
と
も

よ
ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
体
を
低
く
し
、
真
っ
白
な
う
な
じ

＊
食
物
連れ
ん

鎖さ

本
書
22
・
23
ペ
ー
ジ
参
照
。

＊
ブ
ユ

カ
に
似
た
形
の
ブ
ユ
科
の

昆こ
ん

虫
ち
ゅ
う

。
や
ぶ
の
中
に
す
む
。

＊
Ｄ
Ｄ
Ｔ

有
機
合
成
殺
虫
剤ざ
い

の
一
つ
。

一
八
七
四
年
に
合
成
さ
れ
、

一
九
三
八
年
に
殺
虫
力
が

発
見
さ
れ
た
。
残
留
毒
性

が
問
題
と
な
り
、
日
本
で

は
一
九
七
一
年
に
使
用
禁

止
と
な
っ
た
。

「3　地表の水 ,地底の海」
3-(2) 自然愛，畏敬の念

2425

日本とケニアの水の使用量比
ひ

較
かく
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境
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毎
日
ど
の
く
ら
い
の
水
を

　

使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

﹇
著
﹈沖お

き　
大た

い

幹か
ん　

﹇
画
﹈中な

か

野の　
伸し

ん

哉や

4
　

あ
な
た
は
、
毎
日
、
ど
の
く
ら
い
の
水
を
使
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
。

　

水
と
い
う
と
、
つ
い
飲
み
水
を
思
い
浮う

か
べ
る
と
思
い

ま
す
。
確
か
に
、
飲
み
水
は
、
生
き
る
た
め
に
不
可
欠
な

も
の
で
す
が
、
飲
み
水
だ
け
な
ら
、
一
日
一
人
当
た
り
、

せ
い
ぜ
い
二
〜
三
リ
ッ
ト
ル
も
あ
れ
ば
十
分
で
す
。
国
連

の
推
計
で
は
、
こ
の
安
全
な
飲
み
水
を
容
易
に
入
手
で
き

な
い
人
が
、
世
界
人
口
の
五
分
の
一
、
適
正
な
衛
生
施し

設せ
つ

に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
、
つ
ま
り
不
衛
生
な
ト
イ
レ
を
使

わ
ざ
る
を
え
な
い
人
が
、
世
界
人
口
の
五
分
の
二
も
い
る

そ
う
で
す
。
安
全
な
飲
み
水
が
容
易
に
入
手
で
き
な
い
と
、

安
全
な
飲
み
水
を
得
る
た
め
だ
け
に
毎
日
何
時
間
も
か
け

て
水
を
く
み
に
行
く
か
、
安
全
で
な
い
水
を
飲
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
な
ど
が
不
適
切
だ
と
、
周
囲
の
貴
重

な
水
源
が
汚お

染せ
ん

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
わ
け
で
、

安
全
な
飲
み
水
や
適
正
な
衛
生
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な

い
た
め
に
毎
年
百
八
十
万
人
の
乳
幼
児
が
命
を
失
っ
て
い

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
、
一
日
一
人
当

た
り
三
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
水
道
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

用よ
う

途と

は
、
水
洗
ト
イ
レ
、
洗せ

ん

濯た
く

、
炊す

い

事じ

、
ふ
ろ
が
ほ
ぼ
四

分
の
一
ず
つ
で
、
残
り
が
洗
顔
や
歯
磨み

が

き
用
で
す
。
安
全

名本家の場合（1人1日280.7ℓ）

アンブラ家の場合（1人1日20.3ℓ）

炊
すい

事
じ

・飲用
45.6本／91.2ℓ

シャワー
24本／48ℓ

ふろ
21.5本／42.9ℓ

洗
せん

濯
たく

20.2本／40.4ℓ

トイレ
16本／32ℓ

食器洗い機
3.4本／6.7ℓ

その他
9.7本／19.5ℓ

飲用
3.6本／7.3ℓ

洗濯
2.2本／4.4ℓ

炊事
1.9本／3.9ℓ

体を洗う
1.6本／3.1ℓ

家
か

畜
ちく

0.8本／1.6ℓ

=2ℓのペットボトル

世
界
的
な
水
不
足
の
問
題
が
自
分
の
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

自
分
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
改
め
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
よ
う
。

よ
り
よ
い
生
活
を
組
み
立
て
る

［例］３年「環境」コーナー

＜道徳の時間＞

家
庭
、
地
域
へ

道
徳
の
時
間
は
、

あ
な
た
の
心
の
中
に
、

あ
な
た
だ
け
の
心
の
木
を

育
て
て
い
く
時
間
で
す
。

心
の

木
…
…
…
…

三
年

よりよい生活を
組み立てる

自分で
考える

可能性を
信じる

人生を切り
ひらいていく

かかわりの中で
自分を見詰める

礼儀の意義を
理解する

心の
こもった言動
を取る

謙虚な
心をもつ

友人関係を
見詰める

人間愛を
もって生きる

男女で
協力する

心の目を
曇らせない

法の意識を
理解する

将来の仕事に
ついて考える

後輩に
学校を託す

世界の中の
日本人として
生きる

手を携えて
よりよい社会
をつくる

一人一人が
輝く集団を
つくる

家族の
一員として
生きる

ふるさとの
誇りを守り
継承する

優れた伝統を
継承する

生かされて
いることに
感謝する

かか
わり
合っ
て

生き
る

畏敬の念

4
毎
日
ど
の
く
ら
い
の
水
を

使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

よ
り
よ
い
生
活
を
組
み
立
て
る

24

23
失
わ
れ
た
時
間（
朗
読
劇
）

よ
り
よ
い
生
活
を
組
み
立
て
る

130

31
挑ち
ょ
う

戦せ
ん

可
能
性
を
信
じ
る

168

1
自
分
を
育
て
る

自
分
で
考
え
る

8

22
集
団
の
圧
力

自
分
で
考
え
る

126

27
赤
十
字
を
創つ
く

っ
た
人

─
─
ア
ン
リ
ー
＝
デ
ュ
ナ
ン

人
生
を
切
り
ひ
ら
い
て
い
く

150

8
個
の
は
ば
た
き

か
か
わ
り
の
中
で
自
分
を
見
詰つ

め
る

44

15
越え

境き
ょ
う

す
る
一
人
の
わ
た
し

か
か
わ
り
の
中
で
自
分
を
見
詰
め
る

88

9
命
と
い
う
こ
と

か
け
が
え
の
な
い
命

52

16
あ
る
青
年
の
死

か
け
が
え
の
な
い
命

92

18
娘む
す
め

が
贈お
く

っ
た
七
つ
の
宝
石

か
け
が
え
の
な
い
命

104

3
地
表
の
水
、地
底
の
海

自
然
の
偉い

大だ
い

さ

18

6
土
の
色
の
不
思
議
に
魅み

せ
ら
れ
て

自
然
の
偉
大
さ

34

19
足た

袋び

の
季
節

人
間
の
も
っ
て
い
る
力

106

2
無
言
化
現
象

心
の
こ
も
っ
た
言
動
を
取
る

12

17
お
茶
は
好
き
で
す
か
？

礼れ
い
儀ぎ

の
意
義
を
理
解
す
る

100

26
あ
な
た
を
忘
れ
な
い

人
間
愛
を
も
っ
て
生
き
る

146

29
わ
た
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

人
間
愛
を
も
っ
て
生
き
る

162

32
仁じ
ん

と
い
う
字

人
間
愛
を
も
っ
て
生
き
る

174

30
し
る
し

友
人
関
係
を
見
詰つ

め
る

164

21
将
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー

男
女
で
協
力
す
る

122

5
形

謙け
ん
虚き
ょ
な
心
を
も
つ

28

14
出
会
い
の
輝か
が
や

き

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る

84

11
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
脱だ
っ

出し
ゅ
つ

を
拒き
ょ

絶ぜ
つ

し
た

法
の
意
義
を
理
解
す
る

64

28
地
域
で
守
る
子
ど
も
の
安
全

手
を
携た
ず
さ

え
て
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る

158

34
「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
」

手
を
携
え
て
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る

182

25
小
さ
な
出
来
事

心
の
目
を
曇く
も

ら
せ
な
い

142

20
猫ね
こ

の
事
務
所　

あ
る
小
さ
な
官か

ん

衙が

に
関
す
る
幻げ

ん

想そ
う

一
人
一
人
が
輝か
が
や

く
集
団
を
つ
く
る

112

10
聖
地
甲こ
う

子し

園え
ん

の
土つ
ち

守も
り

将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る

60

13
パ
ン
の
記き

憶お
く

家
族
の
一
員
と
し
て
生
き
る

78

33
巣
立
ち
の
歌
が
聞
こ
え
る

後こ
う
輩は
い
に
学
校
を
託た
く
す

178

7
世
界
一
の
花
火
の
里

ふ
る
さ
と
の
誇ほ
こ
り
を
守
り
継け
い
承し
ょ
う

す
る

38

24
漆う
る
し

と
和
紙
―
―
伝
統
と
復
活

優す
ぐ
れ
た
伝
統
を
継け
い
承し
ょ
う

す
る

136

12
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴づ
る

の
物
語

世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
生
き
る

72

35
き
み
に
託た
く

し
た
い
こ
と

世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
生
き
る

188

自分を高
める

よりよい社会をつくる

かけがえの
ない命

自然の
偉大さ

人間の
もって
いる力

畏
い

敬
けい

の念

かかわり合って生きる 自分を高める

よりよい社会をつくる

中学３年「心の木」

生命に対する
畏敬の念を求
めて広く深く
伸び，幹へと
吸い上げる根
［畏敬の念］

自分を高め，
よりよい自分
になろうとす
る枝［自立・
自律］

社会の一員と
してよりよい
社会をつくっ
ていこうとす
る枝
［社会参画］

他者とかかわ
り合って共に
生きようとす
る枝［共生］

コーナーの構成

扉ページ
＜学級活動で活用＞


